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森
鷗
外
「
天
寵
」
論
│
│
芸
術
青
年
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
王
晨
野
一
、
は
じ
め
に
「
天
寵
」
は
大
正
四
年
四
月
に
雑
誌
『A
R
S
（
ア
ル
ス
）』
第
一
巻
第
一
号
に
発
表
さ
れ
た
小
説
で
あ
る
。
雑
誌
『A
R
S
』
は
阿
蘭
陀
書
房
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
阿
蘭
陀
書
房
は
、
鷗
外
と
上
田
敏
が
顧
問
、
北
原
白
秋
が
顧
問
兼
編
集
長
、
白
秋
の
弟
北
原
鉄
雄
が
社
主
兼
営
業
部
長
に
な
っ
て
い
る
。
大
正
六
年
に
、
社
名
は
阿
蘭
陀
書
房
か
ら
ア
ル
ス
に
変
更
し
た
。
A
R
S
の
意
味
は
ラ
テ
ン
語
の
「
芸
術
」
で
あ
る
。
雑
誌
『A
R
S
』
創
刊
号
の
後
書
き
「
阿
蘭
陀
書
房
の
言
葉
」
で
、「
移
り
星
変
れ
ど
も
世
に
不
思
議
な
る
芸
術
の
矜
は
尽
き
ず
」、「
詩
は
自
動
車
の
叫
び
と
な
り
、
絵
は
三
角
と
な
る
こ
の
頃
の
か
り
こ
も
の
乱
れ
に
、
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
の
烽
火
い
か
に
勢
ひ
た
り
と
も
、
つ
り
し
の
ぶ
昔
の
恋
の
物
の
あ
は
れ
ぞ
い
や
さ
ら
に
な
つ
か
し
き
」⑴
と
い
う
詩
的
情
緒
あ
ふ
れ
た
文
か
ら
見
る
と
、
詩
や
絵
画
な
ど
の
芸
術
活
動
へ
の
支
援
に
尽
力
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
鷗
外
の
日
記
、
大
正
四
年
三
月
十
四
日
の
条
に
、「
夜
北
原
隆
吉
（
引
用
者
注：
北
原
白
秋
）
来
て
書
店
の
事
、
雑
誌
の
事
を
話
す
。
書
店
は
初
め
て
丁
子
屋
と
な
づ
け
む
と
せ
し
を
、
後
改
め
て
隆
哲
と
す
。
雑
誌
はA
R
S
と
題
す
る
こ
と
に
蹴
決
し
た
り
と
云
ふ
」⑵
と
記
録
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
七
五
し
た
よ
う
に
、
白
秋
が
鴎
外
に
雑
誌
『A
R
S
』
の
執
筆
を
依
頼
し
た
。
そ
し
て
、
四
月
十
六
日
に
「
天
寵
を
書
き
畢
る
」、
十
八
日
に
「
天
寵
を
北
原
隆
吉
に
郵
寄
す
」⑶
と
、
鷗
外
は
『A
R
S
』
の
主
旨
に
沿
っ
た
上
、
わ
ず
か
二
日
間
で
、
芸
術
青
年
Ｍ
君
に
つ
い
て
の
小
説
「
天
寵
」
を
書
き
終
え
た
。
小
説
の
あ
ら
す
じ
は
、
Ｍ
君
が
某
展
覧
会
で
落
選
し
た
の
で
、
審
査
員
の
「
私
」
に
理
由
を
聞
く
た
め
に
訪
ね
て
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
私
」
と
親
交
を
深
め
た
。
周
知
の
よ
う
に
、「
天
寵
」
の
主
人
公
Ｍ
君
は
宮
芳
平
（
明
治
二
六
年
〜
昭
和
四
六
年
）
で
あ
り
、
落
選
し
た
絵
は
大
正
三
年
十
月
の
第
八
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
に
出
品
し
た
「
椿
」（
旧
題
「
愛
」）
で
あ
る
。
鷗
外
の
日
記
に
大
正
三
年
十
月
十
二
日
の
条
に
「
画
家
宮
芳
平
来
話
す
。
猶
美
術
学
校
生
徒
な
り
」⑷
と
示
し
た
よ
う
に
、
小
説
は
概
ね
実
際
に
あ
っ
た
出
来
事
を
基
に
書
か
れ
た
。
鷗
外
と
宮
芳
平
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
崎
一
穎
氏
の
著
書
『
鷗
外
ゆ
か
り
の
人
々
』（
お
う
ふ
う
、
平
成
二
一
年
）
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
鷗
外
と
宮
芳
平
の
直
接
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
Ｗ
先
生
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
和
田
英
作
は
鷗
外
の
友
人
原
田
直
次
郎
の
弟
子
で
あ
り
、
鷗
外
の
知
人
で
も
あ
る
な
ど
、
鷗
外
と
宮
芳
平
の
共
通
の
知
人
が
書
か
れ
て
い
る
⑸
。
ま
た
、
小
島
初
子
氏
の
著
書
『
天
寵
残
影
│
宮
芳
平
伝
』（
冬
芽
社
、
平
成
一
一
年
）
や
、
宮
芳
平
の
自
伝
を
ま
と
め
た
一
冊
『
宮
芳
平
自
伝
│
森
鷗
外
に
愛
さ
れ
た
画
学
生
Ｍ
君
の
生
涯
』（
求
龍
堂
、
平
成
二
二
年
）
に
も
、
鷗
外
の
こ
と
が
言
及
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
天
寵
」
は
実
事
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
小
説
で
あ
る
た
め
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
実
在
の
人
物
宮
芳
平
の
存
在
が
過
大
に
な
り
、
鷗
外
と
宮
芳
平
の
関
係
性
に
つ
い
て
多
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
結
果
的
に
研
究
の
視
点
が
宮
芳
平
と
Ｍ
君
に
留
ま
り
、「
私
」
と
鷗
外
や
小
説
自
体
に
関
す
る
分
析
が
ま
だ
不
足
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
小
説
「
天
寵
」
に
つ
い
て
ま
と
め
て
論
じ
た
の
は
清
田
文
武
氏
だ
け
で
あ
る
。
清
田
文
武
氏
は
、「
天
寵
」
に
お
け
る
作
品
の
構
造
、
及
び
第
三
者
的
・
客
観
的
に
使
わ
れ
た
「
Ｍ
君
」
と
主
観
的
・
心
情
的
に
使
わ
れ
た
「
君
」
へ
の
視
点
転
換
⑹
を
分
析
し
、「
運
命
に
か
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
七
六
か
わ
る
内
か
ら
の
契
機
と
外
か
ら
の
契
機
と
が
織
り
合
わ
さ
れ
、
呼
応
し
合
っ
て
Ｍ
君
の
今
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
経
歴
談
で
示
さ
れ
、「
私
」
の
語
り
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
現
在
の
Ｍ
君
は
、
自
ら
の
境
位
と
そ
の
意
味
・
意
義
と
に
つ
い
て
は
、
自
身
明
確
に
は
掴
ん
で
い
な
い
」⑺
と
結
論
付
け
た
。
本
論
は
小
説
に
視
点
を
置
き
、
小
説
と
実
話
の
ズ
レ
、
小
説
「
天
寵
」
が
書
か
れ
た
意
図
を
研
究
し
た
上
で
、
鷗
外
の
宮
芳
平
に
対
す
る
態
度
の
原
因
を
究
明
す
る
。
二
、「
天
寵
」
と
「
琅
自
伝
」
ま
ず
は
宮
芳
平
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。
宮
芳
平
は
明
治
二
十
六
年
に
新
潟
県
に
生
ま
れ
た
。
明
治
四
十
四
年
に
中
学
卒
業
し
た
後
に
上
京
し
、
太
平
洋
画
会
研
究
所
に
入
会
し
、
所
長
の
中
村
不
折
の
指
導
を
受
け
た
。
明
治
四
十
五
年
、
白
馬
会
洋
画
研
究
所
に
入
会
し
、
教
授
の
黒
田
清
輝
の
指
導
を
受
け
た
。
大
正
二
年
に
東
京
美
術
学
校
に
合
格
し
た
。
大
正
三
年
三
月
に
東
京
上
野
で
大
正
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
出
品
し
た
油
画
「
カ
ー
テ
ン
に
」
が
入
選
し
た
。
同
年
八
月
に
父
末
八
が
病
死
、
十
月
十
二
日
に
第
八
回
文
展
に
出
品
し
た
「
椿
」
が
落
選
し
た
と
知
り
、
当
日
に
鷗
外
を
訪
ね
た
。
そ
の
後
、
三
月
六
日
に
も
鷗
外
に
訪
ね
、
鷗
外
と
親
交
を
結
ん
だ
。
鷗
外
は
大
正
四
年
六
月
に
宮
芳
平
の
油
画
「
歌
」
を
購
入
、
十
二
月
に
油
画
「
落
ち
た
る
楽
人
」
を
購
入
し
た
。
大
正
四
年
九
月
、
宮
芳
平
は
第
九
回
文
展
に
油
画
「
海
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」
を
出
品
し
、
入
選
し
た
。
ま
た
、
宮
芳
平
は
『A
Y
U
M
I
』
と
い
う
個
人
通
信
誌
を
発
行
し
て
い
た
。
発
行
し
た
時
期
は
、
昭
和
八
年
三
月
か
ら
昭
和
十
四
年
九
月
ま
で
の
二
十
一
号
と
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
か
ら
昭
和
四
十
一
年
九
月
ま
で
の
通
巻
四
十
号
の
前
期
と
後
期
の
二
つ
の
時
期
に
分
か
れ
た
。
個
人
通
信
誌
『A
Y
U
M
I
』
に
詩
や
文
章
を
書
い
た
以
外
、
宮
芳
平
は
琅
と
自
称
し
、「
琅
自
伝
」
と
い
う
自
伝
を
掲
載
し
た
。「
琅
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
七
七
自
伝
」
は
時
間
順
に
誕
生
、
子
供
の
時
代
か
ら
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
と
恩
師
の
中
村
彝
の
死
去
ま
で
の
こ
と
を
記
録
し
、
そ
の
後
、『A
Y
U
M
I
』
に
自
伝
の
補
足
や
現
在
の
生
活
な
ど
も
書
か
れ
た
。
「
天
寵
」
出
版
後
、
Ｍ
君
と
し
て
知
ら
れ
た
宮
芳
平
は
「
天
寵
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
た
。
そ
う
し
た
鷗
外
の
恩
寵
に
、
琅
が
充
分
に
│
│
或
い
は
幾
分
で
も
応
え
得
た
か
は
別
問
題
と
し
て
、
あ
の
時
│
│
そ
の
時
、
琅
は
立
派
な
若
者
だ
っ
た
と
思
う
。
た
と
え
或
る
種
の
叡
智
が
欠
け
て
い
た
と
し
て
も
。⑻
「
琅
自
伝
」
や
自
伝
に
関
す
る
回
想
で
、
宮
芳
平
は
自
己
を
過
小
評
価
す
る
傾
向
が
多
く
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
山
崎
一
穎
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
「A
Y
U
M
I
」
掲
載
の
『
琅
自
伝
』
を
読
み
進
ん
で
来
て
、
鷗
外
の
『
天
寵
』
を
読
み
比
べ
る
と
、
そ
こ
に
落
差
が
あ
る
。『
天
寵
』
は
向
日
性
の
青
年
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
自
伝
は
屈
折
の
多
い
多
感
な
、
ど
こ
か
縮
こ
ま
っ
て
い
る
青
年
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
イ
エ
ス
を
想
う
芳
平
が
、
自
虐
的
な
ま
で
に
自
己
を
省
察
す
る
所
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
宮
芳
平
の
精
神
史
で
あ
る
と
同
時
に
懺
悔
の
書
で
も
あ
る
。（
中
略
）
求
道
者
と
し
て
誠
実
に
生
き
よ
う
と
し
た
芳
平
が
己
の
卑
小
さ
を
飽
く
こ
と
な
く
分
析
し
て
止
ま
な
い
所
に
自
伝
は
成
立
し
て
い
る
。⑼
山
崎
一
穎
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
宮
芳
平
の
実
像
と
Ｍ
君
の
人
物
像
は
ズ
レ
が
あ
り
、
Ｍ
君
の
ほ
う
は
向
上
心
を
持
つ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
青
年
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
天
寵
」
で
描
か
れ
た
物
語
は
、
あ
く
ま
で
鷗
外
が
大
正
三
年
十
月
か
ら
「
天
寵
」
を
書
き
終
わ
っ
た
大
正
四
年
四
月
の
半
年
の
間
、
宮
芳
平
と
行
っ
た
二
度
の
面
談
だ
け
が
原
型
と
な
っ
て
い
る
。
鷗
外
は
宮
芳
平
の
性
格
に
つ
い
て
詳
し
く
把
握
で
き
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
当
時
に
鷗
外
の
目
に
写
っ
た
宮
芳
平
青
年
は
、
怯
え
ず
に
面
識
の
な
い
審
査
員
を
訪
ね
、
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
七
八
率
直
に
発
問
、
素
直
な
Ｍ
君
の
よ
う
な
青
年
で
あ
っ
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
天
寵
」
で
描
か
れ
た
出
来
事
と
「
琅
自
伝
」
で
宮
芳
平
が
回
想
し
た
出
来
事
を
比
較
す
る
と
他
に
も
少
し
ズ
レ
が
生
じ
る
。
「
天
寵
」
で
、「
私
」
と
Ｍ
君
の
初
対
面
の
出
来
事
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
私
の
所
へ
、
ア
カ
デ
ミ
イ
の
制
服
を
着
た
一
人
の
青
年
が
尋
ね
て
来
た
。
痩
長
で
色
が
稍
蒼
い
。
長
く
し
た
髪
を
肩
ま
で
垂
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
点
描
の
画
の
作
者
で
あ
つ
た
。
名
は
Ｍ
君
と
云
ふ
。
（
中
略
）
私
は
初
め
知
ら
ぬ
人
の
名
刺
を
見
て
、
玄
関
へ
用
事
を
問
ひ
に
出
た
の
で
、
こ
れ
だ
け
の
話
は
玄
関
で
聞
い
た
。
一
体refusés
（
引
用
者
注：
落
選
者
）⑽
は
他
の
落
伍
者
と
同
じ
く
、
逢
つ
て
心
持
の
好
い
人
は
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
Ｍ
君
は
い
か
に
無
邪
気
で
、
其
口
吻
に
は
詞
を
構
へ
て
言
ふ
や
う
な
形
跡
が
少
し
も
な
か
つ
た
。
私
は
聞
い
て
ゐ
る
う
ち
に
気
の
毒
に
な
つ
た
の
で
、「
兎
に
角
上
が
り
給
へ
」
と
云
つ
て
、
書
斎
へ
通
し
て
茶
な
ど
を
侑
め
た
。
小
説
で
は
、「
私
」
は
Ｍ
君
の
こ
と
を
知
ら
な
い
が
、
直
接
に
玄
関
へ
用
事
を
聞
き
に
行
き
、
Ｍ
君
の
こ
と
が
無
邪
気
で
気
の
毒
だ
と
考
え
、
書
斎
へ
通
し
た
。
し
か
し
、『
琅
自
伝
』⑾
や
宮
芳
平
の
鷗
外
に
対
す
る
回
想
⑿
で
は
、
そ
の
日
の
前
日
、
鷗
外
の
娘
の
茉
莉
が
熱
が
出
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
宮
芳
平
が
来
た
日
、
鷗
外
は
家
で
休
ん
で
い
る
茉
莉
の
看
病
を
し
て
い
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
妻
の
し
げ
が
玄
関
で
用
事
を
聞
き
、
鷗
外
と
宮
芳
平
の
間
を
取
り
次
ぎ
、
宮
芳
平
は
書
斎
で
初
め
て
鷗
外
と
対
面
し
た
。
そ
し
て
、
鷗
外
と
宮
芳
平
の
対
面
で
は
、
鷗
外
は
お
茶
を
運
ん
で
き
た
し
げ
に
「
お
前
も
そ
こ
に
坐
り
」
と
言
い
、
し
げ
は
「
鷗
外
と
芳
平
の
間
の
、
少
し
引
き
下
が
っ
た
場
所
に
坐
っ
」⒀
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
小
説
で
は
、
妻
は
書
か
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
具
体
的
な
日
に
ち
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宮
芳
平
が
鷗
外
に
画
を
持
っ
て
行
っ
た
時
に
、
鷗
外
は
子
供
に
画
を
見
せ
た
こ
と
が
あ
る
⒁
。
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
七
九
小
説
で
は
、
竹
見
や
Ｗ
先
生
な
ど
の
人
物
が
出
て
き
た
が
、
あ
く
ま
で
Ｍ
君
の
語
り
の
中
で
し
か
登
場
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
小
説
の
舞
台
は
「
私
」
の
書
斎
で
あ
り
、「
私
」
と
Ｍ
君
の
対
話
だ
け
に
よ
っ
て
小
説
は
成
り
立
っ
て
い
る
。
小
説
の
初
め
の
審
査
員
た
ち
と
い
う
不
特
定
多
数
の
人
物
を
除
き
、
実
際
の
登
場
人
物
は
「
私
」
と
Ｍ
君
の
二
人
だ
け
に
し
た
。
ゆ
え
に
宮
芳
平
が
回
想
し
て
い
る
よ
う
な
「
森
さ
ん
は
一
家
総
出
で
私
を
愛
し
て
く
れ
ま
し
た
」⒂
と
い
う
「
私
」
一
家
か
ら
Ｍ
君
に
対
す
る
愛
が
作
品
で
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
審
査
員
の
「
私
」
一
個
人
が
無
邪
気
で
向
上
心
が
あ
る
若
者
Ｍ
君
に
対
す
る
情
で
あ
り
、
真
摯
に
向
き
合
う
姿
勢
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
。
三
、「
天
寵
」
か
ら
見
る
鷗
外
の
芸
術
観
「
私
」
は
Ｍ
君
の
絵
を
初
め
て
見
た
時
、
次
の
よ
う
な
印
象
を
抱
い
た
。
去
年
の
某
展
覧
会
に
大
き
い
油
画
を
出
し
て
落
選
し
た
人
が
あ
る
。
画
は
頗
る
強
烈
な
顔
料
で
細
か
い
点
を
打
つ
た
や
う
に
い
た
も
の
で
あ
つ
た
。
瞥
見
す
れ
ば
、
彩
色
の
濃
や
か
な
氈
の
や
う
に
見
え
、
又
砕
い
た
硝
子
に
光
線
が
中
つ
て
屈
折
せ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
も
見
え
た
。
諦
視
す
れ
ば
、
其
中
に
二
つ
の
人
物
が
模
糊
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
裳
の
廣
が
つ
て
ゐ
る
処
か
ら
推
す
れ
ば
、
女
で
あ
ら
う
。En
face
（
引
用
者
注：
正
面
）
に
な
つ
て
ゐ
る
背
後
の
人
と
、profil
（
引
用
者
注：
横
顔
）
を
見
せ
て
ゐ
る
前
方
の
人
と
、
顔
が
半
ば
重
な
り
合
つ
て
ゐ
る
。
足
の
辺
に
赤
と
緑
と
の
、
稍
大
き
い
斑
が
あ
る
。
椿
の
花
で
で
も
あ
ら
う
か
。
「
私
」
は
そ
の
絵
に
つ
い
て
、
印
象
に
残
っ
た
の
は
二
点
あ
り
、
強
い
色
彩
と
点
を
打
つ
よ
う
な
描
き
方
で
あ
る
。
こ
の
絵
は
再
三
考
の
部
に
入
ら
れ
た
。
審
査
員
た
ち
は
「
あ
れ
は
ど
う
し
よ
う
」、「
ま
あ
よ
さ
う
」
と
自
問
自
答
し
て
い
た
の
で
、
入
選
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
が
不
明
だ
と
書
か
れ
た
。
し
か
し
、
現
実
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
八
〇
明
治
時
代
の
日
本
に
お
け
る
洋
画
美
術
界
は
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
を
は
じ
め
と
し
た
「
新
派
」
と
、
鷗
外
の
友
人
、
原
田
直
次
郎
が
属
す
る
「
旧
派
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。「
新
派
」
は
陰
影
部
分
を
紫
に
塗
る
こ
と
に
よ
り
、
明
る
く
清
新
的
な
画
風
を
有
す
る
こ
と
に
対
し
、「
旧
派
」
は
陰
影
を
黒
、
褐
色
に
塗
り
、
濃
厚
な
色
彩
を
使
う
。
大
正
二
年
十
一
月
、
有
島
生
馬
、
梅
原
龍
三
郎
、
石
井
柏
亭
、
湯
浅
一
郎
の
四
人
が
鷗
外
を
尋
ね
た
。
彼
ら
は
「
黒
田
清
輝
を
筆
頭
と
す
る
穏
健
な
画
風
が
支
配
す
る
文
展
の
審
査
に
異
議
を
唱
え
」、「
日
本
画
部
が
旧
派
と
新
派
を
一
科
、
二
科
に
分
け
た
よ
う
に
、
洋
画
部
も
二
科
に
分
け
る
こ
と
を
提
案
し
た
」。
結
局
、
審
査
員
の
間
に
意
見
が
分
か
れ
、
鷗
外
は
「
新
旧
派
と
い
う
括
り
は
不
動
で
は
な
く
、
時
代
と
共
に
移
ろ
う
も
の
だ
」
と
主
張
し
、
反
対
の
立
場
を
取
っ
た
⒃
。
そ
の
中
、
黒
田
清
輝
を
始
め
と
し
た
「
新
派
」
が
文
展
を
牛
耳
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
文
展
に
出
展
し
た
宮
芳
平
の
画
「
椿
」
に
つ
い
て
、
澤
田
龍
太
郎
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
芳
平
は
他
に
も
点
描
を
描
い
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
作
品
（
引
用
者
注：
「
椿
」）
に
特
徴
な
の
は
光
が
な
い
の
で
あ
る
。
分
厚
い
カ
ー
テ
ン
で
遮
蔽
さ
れ
た
部
屋
に
二
人
の
女
性
が
寄
り
添
っ
て
い
る
。
画
面
は
暗
く
、
女
性
の
姿
は
朧
で
、
輪
郭
も
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
暗
い
点
描
画
を
他
に
見
た
こ
と
が
な
い
。「
光
」
を
色
分
解
す
る
こ
と
で
輝
き
を
描
こ
う
と
す
る
点
描
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
す
で
に
ス
ー
ラ
ら
新
印
象
派
に
よ
る
点
描
技
法
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
旺
盛
を
極
め
て
お
り
、
帰
国
し
た
教
授
な
ど
か
ら
そ
の
技
法
に
つ
い
て
芳
平
も
聞
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ゲ
ー
テ
の
色
彩
論
を
基
と
す
る
点
描
の
理
論
か
ら
す
る
と
、
果
た
し
て
芳
平
は
「
い
わ
ゆ
る
点
描
画
」
を
描
こ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
も
し
か
す
る
と
、
こ
れ
は
「
い
わ
ゆ
る
点
描
画
」
な
の
で
は
な
く
、
黒
を
ハ
ッ
チ
ン
グ
で
塗
り
重
ね
て
い
く
、
エ
ッ
チ
ン
グ
や
ペ
ン
画
の
技
法
を
独
自
に
油
彩
に
仕
立
て
た
芳
平
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
点
描
技
法
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
え
て
し
ま
う
。
往
々
に
し
て
実
験
的
な
作
品
と
い
う
も
の
は
一
般
に
は
受
け
入
れ
難
い
。
こ
の
作
品
も
あ
え
な
く
第
八
回
文
展
に
落
選
し
て
し
ま
う
。⒄
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
八
一
宮
芳
平
の
「
椿
」
は
暗
く
光
が
な
い
点
描
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
濃
厚
な
画
風
は
「
新
派
」
が
主
流
と
な
っ
た
文
展
で
は
受
け
入
れ
が
た
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
宮
芳
平
は
点
描
と
い
う
技
術
を
使
っ
た
が
、
光
を
分
解
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
点
描
画
に
相
反
し
、
従
来
の
点
描
画
か
ら
離
れ
た
、
光
が
な
い
試
作
を
行
っ
た
。
点
描
画
に
お
い
て
は
革
新
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。
小
説
で
は
、「「
私
」
は
画
ゝ
な
い
。
し
か
し
小
説
や
脚
本
の
「
試
み
」
を
し
て
見
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
鷗
外
が
「
小
説
や
脚
本
の
「
試
み
」」
と
い
う
句
を
使
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
力
を
入
れ
て
い
る
近
代
劇
・
新
劇
の
「
試
み
」
や
大
正
期
か
ら
書
き
出
し
た
歴
史
小
説
と
い
う
「
試
み
」
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
鷗
外
は
自
分
が
小
説
や
脚
本
に
お
け
る
「
試
み
」
と
宮
芳
平
が
絵
画
に
お
け
る
「
試
み
」
か
ら
、
文
学
と
絵
画
な
ど
の
芸
術
の
根
底
に
共
通
し
て
い
る
芸
術
観
が
見
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
革
新
的
な
芸
術
の
「
試
み
」
に
つ
い
て
、
鷗
外
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
己
は
十
九
世
紀
の
後
半
は
芸
術
破
壊
の
時
代
で
あ
つ
た
と
お
も
ふ
。
何
故
と
い
ふ
に
、
彫
刻
絵
画
は
十
五
六
世
紀
に
形
式
が
出
来
た
。
詩
は
縦
令
十
二
三
世
紀
の
間
に
一
つ
の
ダ
ン
テ
が
居
た
と
し
て
も
、
大
体
か
ら
言
へ
ば
十
六
七
八
世
紀
に
形
式
が
出
来
た
。
そ
の
他
の
諸
芸
術
も
似
た
り
寄
つ
た
り
だ
。
か
や
う
に
隆
盛
の
時
が
あ
つ
た
後
に
は
、
幾
度
か
末
流
が
出
て
小
波
瀾
を
起
こ
し
て
も
、
そ
の
し
く
じ
り
は
踏
襲
の
し
く
じ
り
で
、
そ
の
て
が
ら
は
模
擬
の
て
が
ら
だ
。
そ
こ
で
英
雄
豪
傑
の
士
は
技
癢
に
堪
へ
な
い
。
ど
う
か
し
て
前
人
の
形
式
を
破
壊
し
て
見
た
い
と
い
ふ
願
は
こ
ゝ
に
生
じ
る
。
己
は
十
九
世
紀
後
半
の
芸
術
の
歴
史
は
此
破
壊
者
の
歴
史
だ
と
お
も
ふ
の
だ
。⒅
こ
の
文
に
つ
い
て
、
清
田
文
武
氏
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。
芸
術
の
形
式
の
破
壊
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
と
表
裏
の
関
係
で
、
そ
こ
に
新
し
い
形
式
の
創
造
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
芸
術
の
制
作
に
当
た
っ
て
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
八
二
は
、
た
だ
破
壊
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
破
壊
は
新
し
い
建
立
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
芸
術
の
形
式
の
破
壊
と
創
案
と
は
お
の
ず
と
そ
の
内
容
と
も
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
鷗
外
は
そ
う
し
た
芸
術
の
形
式
の
破
壊
と
建
立
と
に
芸
術
家
の
願
い
や
功
名
心
を
見
る
。
新
し
い
芸
術
的
価
値
の
創
造
が
そ
こ
に
な
さ
れ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。⒆
鷗
外
は
芸
術
に
つ
い
て
、
従
来
の
芸
術
の
形
式
を
破
壊
し
、
積
極
的
に
新
し
い
芸
術
の
建
立
の
試
み
る
事
を
推
奨
し
て
い
る
。
ま
た
、
鷗
外
の
友
人
原
田
直
次
郎
に
つ
い
て
、
形
式
を
模
倣
し
て
前
人
の
お
供
を
す
る
の
は
、
固
よ
り
卑
し
い
が
、
形
式
を
破
壊
し
や
う
と
し
て
去
嫌
に
窘
む
も
矢
張
ど
つ
と
し
な
い
。
そ
れ
よ
り
は
ど
の
時
代
、
ど
の
国
の
古
い
作
を
で
も
充
分
に
研
究
し
て
、
そ
の
上
で
す
な
ほ
に
積
極
に
新
し
い
芸
術
を
産
み
出
す
こ
と
ゝ
し
た
ら
ど
う
だ
ら
う
か
。
己
は
こ
ん
な
こ
考
え
が
あ
る
か
ら
、
去
年
死
ん
だ
所
謂
洋
画
旧
派
の
原
田
を
で
も
惜
し
く
お
も
つ
た
。⒇
と
、
鷗
外
が
原
田
直
次
郎
の
絵
画
を
好
む
の
は
、
親
交
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
原
田
直
次
郎
が
新
し
い
芸
術
の
建
立
の
試
み
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
二
人
は
同
じ
芸
術
観
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
鷗
外
は
宮
芳
平
に
親
し
く
接
し
た
の
は
、
二
人
が
同
じ
芸
術
観
を
共
有
し
、
宮
芳
平
の
画
か
ら
新
し
い
芸
術
の
誕
生
の
芽
を
見
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
、
芸
術
家
を
目
指
す
若
者
小
説
で
、「
私
」
は
Ｍ
君
の
第
一
印
象
は
「
い
か
に
無
邪
気
で
、
其
口
吻
に
は
詞
を
構
へ
て
言
ふ
や
う
な
形
跡
が
少
し
も
な
か
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
Ｍ
君
が
帰
る
時
、
Ｍ
君
の
前
途
を
祝
し
た
。
つ
ま
り
、「
私
」
は
Ｍ
君
の
こ
と
を
無
邪
気
な
、
前
途
有
望
な
青
年
だ
と
認
識
し
、
好
感
を
抱
い
た
の
で
、
親
身
に
相
談
に
乗
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
鷗
外
の
小
説
「
羽
鳥
千
尋
」（『
中
央
公
論
』
第
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
八
三
二
七
年
第
八
号
、
大
正
元
年
八
月
）
の
中
の
「
私
」
の
認
識
に
共
通
し
て
い
る
。
羽
鳥
は
実
在
す
る
人
物
で
、
小
説
「
羽
鳥
千
尋
」
は
実
在
人
物
の
羽
鳥
か
ら
届
い
た
手
紙
を
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
説
「
羽
鳥
千
尋
」
で
は
、
羽
鳥
は
成
績
優
秀
、
医
学
を
志
望
し
、
文
学
、
哲
学
、
彫
刻
、
絵
画
、
音
楽
な
ど
様
々
な
芸
術
に
も
素
養
を
持
つ
青
年
で
あ
る
。「
夏
貧
」
と
い
う
病
気
に
か
か
っ
た
上
、
金
銭
に
も
困
っ
て
い
た
が
、
志
を
諦
め
ず
、
半
年
間
独
学
し
て
医
術
開
業
試
験
を
合
格
し
た
。
そ
し
て
、
羽
鳥
は
後
期
実
地
試
験
を
受
け
る
た
め
に
上
京
し
た
い
が
、
金
銭
不
足
な
の
で
、
明
治
四
三
年
の
夏
に
「
私
」
に
手
紙
を
送
り
、
助
け
を
求
め
た
。「
私
」
は
役
所
に
雇
員
と
し
て
羽
鳥
を
入
れ
た
。
羽
鳥
は
試
験
の
準
備
を
し
な
が
ら
、
役
所
で
働
い
て
い
た
が
、
明
治
四
五
年
六
月
に
二
四
歳
21
の
若
さ
で
死
ん
だ
。
そ
こ
で
、「
私
」
は
「
同
じ
種
類
の
手
紙
が
己
の
所
へ
は
多
く
届
く
が
、
羽
鳥
の
や
う
な
履
歴
を
持
つ
た
手
紙
の
主
は
少
な
い
」
と
、
羽
鳥
の
優
秀
を
認
め
た
同
時
に
、「
二
十
二
歳
に
し
て
は
、
言
語
も
挙
動
も
不
思
議
な
程
無
邪
気
で
あ
る
」22
と
、
羽
鳥
の
無
邪
気
に
好
意
を
持
っ
て
い
た
。
羽
鳥
が
前
途
あ
る
無
邪
気
の
青
年
、
そ
し
て
「
私
」
に
助
け
を
求
め
る
と
い
う
要
素
が
Ｍ
君
と
重
な
る
。
Ｍ
君
と
い
う
人
物
像
は
羽
鳥
の
延
長
線
に
あ
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
。
鷗
外
の
内
心
に
あ
る
Ｍ
君
と
羽
鳥
の
類
似
性
は
看
過
で
き
な
い
。
「
天
寵
」
の
最
後
に
、
以
下
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
私
は
Ｍ
君
に
こ
ん
な
事
を
言
っ
た
。
君
の
近
業
を
見
せ
て
貰
っ
た
の
は
有
難
い
。
し
か
し
君
の
経
歴
談
を
聞
か
せ
て
貰
っ
た
の
も
、
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
有
難
い
事
で
あ
る
。
君
は
自
分
の
境
遇
を
ひ
ど
く
不
幸
だ
と
思
っ
て
ゐ
る
か
し
ら
ぬ
が
、
一
転
し
て
考
へ
て
見
れ
ば
、
君
の
や
う
なfils
de
la
fortune
（
引
用
者
注：
運
命
の
寵
児
）
は
珍
し
い
。
君
は
、
君
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
竹
見
の
や
う
な
商
人
が
、
今
の
世
の
中
に
又
有
ら
う
と
思
っ
て
ゐ
る
か
。
又
Ｗ
先
生
の
や
う
な
師
匠
が
又
有
ら
う
と
思
っ
て
ゐ
る
か
。
君
は
ど
う
思
ふ
と
、
私
は
云
っ
た
。
Ｍ
君
は
自
分
の
境
遇
が
意
外
なéclairage
（
引
用
者
注：
照
明
）
を
受
け
た
の
に
驚
い
た
ら
し
く
、「
な
る
程
、
さ
う
で
せ
う
か
ね
」
と
云
っ
て
目
を
睜
っ
た
。
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
八
四
Ｍ
君
は
竹
見
や
Ｗ
先
生
の
よ
う
な
人
に
恵
ま
れ
た
。
竹
見
は
Ｍ
君
の
学
費
を
払
い
、
部
屋
を
貸
し
、
資
金
の
援
助
と
生
活
面
の
世
話
を
し
た
。
Ｗ
先
生
は
Ｍ
君
の
画
を
指
導
し
、
Ｍ
君
の
話
を
聞
い
た
。
そ
し
て
、
現
状
に
困
っ
た
Ｍ
君
に
仕
事
を
提
供
し
た
。
ま
た
、「
私
」
も
Ｍ
君
の
話
を
聞
き
、
Ｍ
君
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
励
ま
し
た
。
Ｍ
君
は
自
分
の
こ
と
を
不
幸
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、「
私
」
は
Ｍ
君
の
こ
と
を
真
逆
な
「
運
命
の
寵
児
」、
言
わ
ば
「
天
寵
」
と
言
っ
た
。
そ
の
反
面
、
羽
鳥
が
不
幸
だ
と
思
っ
て
い
る
。
羽
鳥
は
病
気
を
自
覚
し
て
か
ら
五
年
目
、
速
成
の
目
的
を
以
つ
て
医
術
開
業
試
験
に
志
ざ
し
て
か
ら
四
年
目
に
、
後
期
実
地
試
験
丈
を
残
し
て
、
二
十
四
歳
で
死
ん
だ
。
羽
鳥
と
同
じ
や
う
な
手
紙
を
己
に
よ
こ
し
て
、
同
じ
役
所
の
雇
員
に
な
つ
て
、
去
年
肺
結
核
で
死
ん
だ
大
塚
寿
助
と
云
ふ
男
が
あ
る
。
甲
山
と
云
ふ
名
で
俳
句
を
作
つ
て
、
多
少
人
に
も
知
ら
れ
て
ゐ
た
。
世
間
に
は
な
ん
と
云
ふ
不
幸
な
人
の
多
い
こ
と
だ
ら
う
。23
明
治
四
〇
年
代
に
、
鷗
外
の
周
り
に
何
人
の
才
気
あ
る
若
者
が
死
ん
だ
。
明
治
四
一
年
に
劇
評
家
で
あ
る
弟
の
三
木
竹
二
、
本
名
森
篤
次
郎
が
四
一
歳
で
死
ん
だ
。
明
治
三
五
年
に
上
京
し
鷗
外
の
世
話
に
な
っ
た
俳
人
大
塚
甲
山
（
寿
助
）
は
明
治
四
四
年
に
三
一
歳
で
死
ん
だ
。
そ
し
て
、
明
治
四
五
年
に
二
六
歳
の
羽
鳥
千
尋
が
死
ん
だ
。
才
気
あ
る
若
者
の
早
死
は
不
幸
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
健
康
で
夢
を
追
う
Ｍ
君
は
と
て
も
幸
運
に
見
え
る
。
ま
た
、
羽
鳥
は
本
当
に
金
銭
に
困
っ
て
い
た
。
私
の
家
の
財
政
は
東
京
に
滞
留
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
ば
か
り
で
は
な
い
。
よ
し
や
入
費
な
し
に
ゐ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
少
し
の
小
使
を
郷
里
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
む
づ
か
し
い
。
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
八
五
（
中
略
）
私
は
種
々
の
計
画
を
し
て
見
た
と
云
つ
た
。
そ
の
一
つ
を
挙
げ
て
言
へ
ば
、
岩
鼻
の
火
薬
製
造
所
の
診
療
部
に
ゐ
る
軍
医
の
下
働
に
な
ら
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
併
し
此
運
動
は
私
が
頼
ん
で
置
い
た
人
の
油
断
で
成
功
し
な
か
つ
た
。
（
中
略
）
先
生
。
ど
う
ぞ
私
を
書
生
に
し
て
置
い
て
下
さ
い
。
私
は
廃
滅
に
垂
々
と
し
て
ゐ
る
一
家
の
運
命
、
亡
き
父
の
名
誉
、
頼
り
な
き
母
と
薄
命
な
る
妹
の
性
命
を
、
一
し
よ
に
束
ね
て
先
生
に
託
す
る
。24
羽
鳥
は
財
政
改
善
の
た
め
に
、「
種
々
の
計
画
」
を
立
て
た
が
、「
頼
ん
で
置
い
た
人
の
油
断
で
成
功
し
な
か
つ
た
」。
羽
鳥
は
周
囲
に
助
け
て
く
れ
る
人
が
お
ら
ず
、
途
方
に
暮
れ
た
状
態
で
「
私
」
に
手
紙
を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｍ
君
の
周
り
に
援
助
し
て
く
れ
る
竹
見
や
Ｗ
先
生
が
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｍ
君
は
羽
鳥
と
比
べ
れ
ば
、
健
康
な
身
体
を
持
ち
、
人
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
、
羽
鳥
の
よ
う
な
青
年
に
比
べ
れ
ば
、
い
か
に
「
運
命
の
寵
児
」
の
よ
う
に
見
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、「
私
」
は
Ｍ
君
に
師
友
の
交
際
を
勧
め
た
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
Ｍ
君
に
、
ア
カ
デ
ミ
イ
の
先
生
方
の
中
で
誰
の
所
へ
出
入
す
る
か
、
又
生
徒
の
中
に
芸
術
上
の
友
と
し
て
交
る
人
が
あ
る
か
と
尋
ね
た
。
し
か
し
、
Ｍ
君
は
余
り
教
授
を
も
訪
問
せ
ず
、
同
学
の
人
達
に
も
交
を
求
め
ぬ
ら
し
か
っ
た
。
私
は
師
友
の
間
で
刺
戟
を
受
け
る
利
益
を
説
い
て
、
君
に
交
際
を
勧
め
た
。
そ
し
て
、
君
を
慰
め
、
君
の
前
途
を
祝
し
て
帰
し
た
。
現
実
で
も
、
宮
芳
平
の
回
想
で
、
鷗
外
は
執
拗
な
ほ
ど
宮
芳
平
に
友
達
を
勧
め
た
。
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
八
六
鷗
外
先
生
は
わ
た
し
の
尋
ね
る
度
毎
に
、「
友
達
は
で
き
た
か
、
友
達
は
で
き
た
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
／「
ま
だ
で
き
ま
せ
ん
。」
そ
れ
が
わ
た
し
の
答
え
で
あ
っ
た
／
先
生
は
わ
た
し
に
尋
ね
て
み
ろ
と
言
っ
て
、
幾
枚
か
の
名
刺
を
与
え
ら
れ
た
／
そ
の
中
に
は
与
謝
野
晶
子
、
太
田
正
雄
な
ど
の
人
達
も
あ
っ
た
。
青
山
胤
通
の
名
前
も
あ
っ
た
／
す
べ
て
の
名
刺
は
懐
に
し
た
ま
ま
無
駄
に
し
て
し
ま
っ
た
が
。
青
山
胤
通
の
と
こ
ろ
だ
け
は
尋
ね
た
／
青
山
さ
ん
は
鷗
外
よ
り
立
派
な
邸
に
住
ん
で
い
た
／
わ
た
し
は
持
っ
て
き
た
絵
を
出
し
た
／
青
山
さ
ん
は
わ
た
し
の
欲
し
い
だ
け
の
金
を
く
れ
た
／
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
別
な
絵
が
ほ
し
い
と
言
っ
た
／
わ
た
し
の
持
っ
て
い
た
絵
は
、
バ
ラ
の
花
を
嗅
い
で
い
る
女
の
像
だ
っ
た
／
わ
た
し
は
そ
の
話
を
鷗
外
に
し
た
。
鷗
外
は
ま
た
オ
ッ
ホ
ホ
と
笑
っ
て
膝
を
打
っ
た
／
そ
の
絵
は
「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
だ
ろ
う
。」
と
言
っ
て
鷗
外
自
身
の
す
す
め
た
絵
だ
っ
た
。
そ
の
時
「
晶
子
を
尋
ね
た
か
い
？
」
と
言
っ
て
先
生
は
き
か
れ
た
。「
ま
だ
。」
と
答
え
た
ら
、
先
生
は
一
寸
眼
を
大
き
く
し
て
「
晶
子
は
豪
い
よ
。」
と
い
っ
て
い
ら
れ
た
。25
鷗
外
が
宮
芳
平
に
友
達
と
し
て
紹
介
し
た
い
人
達
に
は
与
謝
野
晶
子
、
太
田
正
雄
、
す
な
わ
ち
木
下
杢
太
郎
、
青
山
胤
通
の
三
人
が
い
る
。
当
時
三
十
代
の
与
謝
野
晶
子
は
既
に
歌
人
と
し
て
名
高
か
っ
た
。
二
十
代
後
半
の
木
下
杢
太
郎
は
本
職
が
皮
膚
科
の
医
者
で
あ
る
が
、
中
学
の
頃
か
ら
画
家
志
望
で
あ
り
、
水
彩
画
家
の
三
宅
克
己
に
師
事
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
明
治
四
一
年
に
美
術
と
詩
人
の
集
ま
り
で
あ
る
「
パ
ン
の
会
」
に
も
入
会
し
て
お
り
、
文
学
と
芸
術
に
造
詣
が
深
い
。
五
〇
代
の
青
山
胤
通
は
明
治
天
皇
の
侍
医
、
宮
内
庁
の
御
用
掛
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
宮
芳
平
は
三
人
の
内
に
青
山
胤
通
だ
け
を
尋
ね
た
。
鷗
外
の
勧
め
で
、
小
説
で
現
れ
た
「
一
枚
は
珍
し
く
美
し
い
娘
の
裸
体
のbuste
（
引
用
者
注：
半
身
像
）
で
、m
éditation
（
引
用
者
注：
瞑
想
）
と
で
も
題
し
そ
う
な
表
情
を
し
て
ゐ
る
。
背
景
は
明
る
い
地
に
赤
い
花
が
散
ら
し
て
あ
る
。
今
一
枚
は
赤
い
花
を
手
ま
さ
ぐ
っ
て
俯
向
い
た
少
女
で
あ
る
」
の
二
枚
の
油
画
を
青
山
胤
通
に
売
っ
た
。
小
説
で
は
、「
私
」
が
師
友
の
交
際
を
勧
め
、「
師
友
の
間
で
刺
戟
を
受
け
る
利
益
」
を
説
い
た
。
恐
ら
く
鷗
外
が
言
い
た
か
っ
た
の
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
八
七
は
、
師
友
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
人
の
交
わ
り
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
利
益
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
晶
子
は
豪
い
よ
。」
と
い
う
発
言
や
、
青
山
胤
通
に
画
を
売
る
の
を
勧
め
た
こ
と
は
、
直
接
に
金
銭
の
利
益
に
結
び
つ
け
る
現
実
味
あ
る
行
動
で
あ
る
。
し
か
し
、「
刺
戟
を
受
け
る
利
益
」
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
小
説
で
、「
師
友
の
間
で
刺
戟
を
受
け
る
利
益
」
の
前
に
、「
画
に
欠
点
が
な
い
に
も
限
る
ま
い
。
こ
れ
は
君
が
何
を
能
く
す
る
か
と
云
ふ
問
題
で
あ
る
」
と
、
Ｍ
君
の
画
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
。
ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
先
生
は
「
奇
抜
に
ば
か
り
遣
ら
う
と
思
つ
て
は
行
か
ん
」
と
言
っ
た
。
Ｍ
君
の
画
は
何
か
足
り
な
い
も
の
が
あ
る
と
ア
カ
デ
ミ
ー
の
先
生
と
「
私
」
が
感
じ
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
私
」
が
勧
め
た
「
師
友
の
間
で
刺
戟
を
受
け
る
利
益
」
が
Ｍ
君
の
画
に
感
じ
た
物
足
り
な
さ
を
補
足
で
き
、
芸
術
家
の
本
質
に
あ
る
問
題
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
芸
術
家
の
本
質
に
あ
る
問
題
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
鷗
外
は
明
治
四
三
年
三
月
か
ら
明
治
四
四
年
八
月
ま
で
に
、
雑
誌
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
三
号
か
ら
第
三
年
第
八
号
に
か
け
て
「
青
年
」
と
い
う
小
説
を
発
表
し
た
。「
青
年
」
は
、
地
方
出
身
の
小
泉
純
一
が
小
説
家
を
目
指
し
て
上
京
し
た
物
語
で
あ
る
。
画
家
を
目
指
し
、
上
京
し
た
の
宮
芳
平
と
同
じ
で
あ
る
。「
青
年
」
で
、
純
一
は
学
生
や
学
者
や
未
亡
人
と
交
流
を
行
い
、
書
こ
う
と
す
る
主
題
を
見
つ
け
た
。
「
青
年
」
の
主
題
に
つ
い
て
、
長
谷
川
泉
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
で
き
の
悪
い
作
品
「
青
年
」
の
内
容
を
構
成
す
る
主
軸
は
三
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
純
一
の
創
造
力
が
芸
術
家
と
し
て
成
熟
す
る
過
程
。
そ
の
二
は
、
純
一
の
人
生
観
・
世
界
観
、
と
く
に
自
然
主
義
勃
興
当
時
の
個
性
の
覚
醒
や
新
時
代
の
道
徳
思
想
な
ど
に
促
さ
れ
て
成
長
し
て
ゆ
く
考
え
方
の
形
成
過
程
。
そ
の
三
は
、
純
一
の
恋
愛
お
よ
び
性
慾
の
体
験
。（
中
略
）
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
モ
メ
ン
ト
は
、
す
べ
て
第
一
の
モ
メ
ン
ト
、
純
一
の
作
家
と
し
て
の
成
長
に
帰
結
す
る
。26
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
八
八
「
青
年
」
で
の
主
軸
は
芸
術
家
と
し
て
成
熟
す
る
過
程
、
人
間
と
し
て
成
長
す
る
過
程
、
恋
愛
お
よ
び
と
性
慾
の
体
験
の
三
つ
が
あ
る
が
、
結
局
、
人
間
と
し
て
成
長
す
る
過
程
と
、
恋
愛
お
よ
び
性
慾
の
体
験
が
芸
術
家
と
し
て
成
熟
す
る
過
程
に
帰
結
す
る
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
人
間
と
し
て
の
成
長
も
、
恋
愛
お
よ
び
性
慾
の
体
験
も
、
純
一
を
芸
術
家
と
し
て
成
熟
さ
せ
て
い
く
。
芸
術
家
に
と
っ
て
、
人
生
と
芸
術
は
密
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
生
の
経
験
は
芸
術
の
糧
に
な
る
。
こ
れ
は
「
私
」
が
師
友
の
交
際
を
勧
め
た
理
由
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
師
友
と
の
交
際
に
よ
っ
て
「
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
領
略
」
し
、
芸
術
性
も
豊
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
五
、
終
わ
り
に
宮
芳
平
と
鷗
外
は
以
下
の
よ
う
な
会
話
が
あ
っ
た
。
「
誰
で
も
私
の
絵
を
奇
態
な
絵
だ
と
云
ひ
ま
す
」
と
先
生
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
先
生
は
例
の
や
う
に
ポ
ン
と
膝
を
打
た
れ
て
、
オ
ッ
ホ
ッ
ホ
と
笑
は
れ
ま
す
。
そ
の
次
ぎ
に
急
に
真
顔
に
な
ら
れ
て
、「
ウ
ム
、
奇
態
だ
。
し
か
し
君
、
毛
虫
は
ど
う
だ
。
奇
態
だ
ら
う
。
だ
が
、
せ
つ
せ
と
葉
を
食
べ
て
ゐ
る
中
に
蝶
に
な
る
」。27
新
し
い
点
描
画
を
試
み
た
宮
芳
平
は
「
奇
態
な
絵
だ
」
と
非
難
さ
れ
た
が
、
鷗
外
は
真
顔
に
な
っ
て
毛
虫
も
奇
態
だ
が
、
い
ず
れ
に
蝶
に
な
る
と
励
ま
し
た
。
宮
芳
平
の
新
し
い
芸
術
の
試
み
は
、
従
来
の
芸
術
の
形
式
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
鷗
外
が
目
指
し
た
新
し
い
芸
術
の
建
立
と
一
致
し
た
。
そ
こ
で
、
鷗
外
と
宮
芳
平
は
芸
術
観
が
共
通
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
鷗
外
は
大
正
四
年
六
月
に
宮
芳
平
の
油
画
「
歌
」
を
購
入
、
十
二
月
に
油
画
「
落
ち
た
る
楽
人
」
を
購
入
し
た
。
こ
れ
も
鷗
外
な
り
に
芸
術
家
を
目
指
し
て
い
る
宮
芳
平
へ
の
応
援
だ
ろ
う
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、「
天
寵
」
が
掲
載
し
た
『A
R
S
』
は
芸
術
家
を
目
指
す
若
者
へ
の
激
励
を
目
的
と
す
る
雑
誌
で
あ
る
。「
天
寵
」
で
、
芸
術
家
の
本
質
に
あ
る
問
題
を
鷗
外
な
り
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
八
九
の
で
、『A
R
S
』
の
主
旨
に
も
契
合
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
※
初
出：
『A
R
S
』
第
一
巻
第
一
号
、
大
正
四
年
四
月
。
本
文
引
用：
『
鷗
外
全
集
』
第
十
六
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
八
年
。
な
お
、
全
て
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
新
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
注
⑴
阿
蘭
陀
書
房
、「
阿
蘭
陀
書
房
の
言
葉
」、『A
R
S
』
第
一
巻
第
一
号
、
大
正
四
年
四
月
。
⑵
森
鷗
外
、「
大
正
四
年
日
記
」、『
鷗
外
全
集
』
第
三
五
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
〇
年
一
月
、
六
五
五
頁
。
⑶
注
⑴
に
同
じ
。
⑷
森
鷗
外
、「
大
正
三
年
日
記
」、『
鷗
外
全
集
』
第
三
五
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
〇
年
一
月
、
六
三
八
頁
。
⑸
山
崎
一
穎
、「
宮
芳
平
」、『
鷗
外
ゆ
か
り
の
人
々
』、
お
う
ふ
う
、
平
成
二
一
年
五
月
、
三
五
八
〜
五
〇
九
頁
。
⑹
清
田
文
武
、「
森
鷗
外
「
天
寵
」
の
世
界
（
下
）」、『
新
大
国
語
』
第
二
七
号
、
平
成
一
三
年
三
月
。
⑺
清
田
文
武
、「
森
鷗
外
「
天
寵
」
の
世
界
（
上
）」、『
新
大
国
語
』
第
一
九
号
、
平
成
五
年
三
月
、
四
七
頁
。
⑻
宮
芳
平
、「
琅
自
伝
二
」、
堀
切
正
人
編
・
注
、『
宮
芳
平
自
伝
│
森
鷗
外
に
愛
さ
れ
た
画
学
生
Ｍ
君
の
生
涯
』、
求
龍
堂
、
平
成
二
二
年
四
月
、
二
四
〇
頁
。（
初
出：
『A
Y
U
M
I
』
後
期
二
一
号
、
昭
和
三
八
年
七
月
、
一
、
五
〜
一
三
頁
。）
⑼
注
⑷
に
同
じ
、
三
八
四
頁
。
⑽
本
文
の
注
釈
は
全
部
堀
切
正
人
氏
が
宮
芳
平
の
注
釈
を
も
と
に
補
っ
た
注
釈
を
引
用
し
た
。
⑾
宮
芳
平
、「
琅
自
伝
一
」、
堀
切
正
人
編
・
注
、『
宮
芳
平
自
伝
│
森
鷗
外
に
愛
さ
れ
た
画
学
生
Ｍ
君
の
生
涯
』、
求
龍
堂
、
平
成
二
二
年
四
月
、
二
二
〇
頁
。（
初
出：
『A
Y
U
M
I
』
後
期
二
〇
号
、
昭
和
三
八
年
六
月
、
二
、
七
〜
一
二
頁
。）
⑿
宮
芳
平
、「
鷗
外
の
追
憶
一
」、
堀
切
正
人
編
・
注
、『
宮
芳
平
自
伝
│
森
鷗
外
に
愛
さ
れ
た
画
学
生
Ｍ
君
の
生
涯
』、
求
龍
堂
、
平
成
二
二
年
四
月
、
四
二
八
〜
四
二
九
頁
。（
初
出：
『A
Y
U
M
I
』
後
期
一
四
号
、
昭
和
三
六
年
一
二
月
、
二
〜
七
頁
。）
⒀
小
島
初
子
氏
、「
父
の
死
と
鷗
外
」、『
天
寵
残
影
│
宮
芳
平
伝
』、
冬
芽
社
、
平
成
一
一
年
一
一
月
、
一
四
一
頁
。
⒁
宮
芳
平
、「『
天
寵
』
前
後
」、『
鷗
外
全
集
翻
訳
編
』
第
六
巻
附
録
『
鷗
外
研
究
』
第
二
八
号
、
岩
波
書
店
、
昭
和
一
四
年
二
月
、
三
〜
四
頁
。
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
九
〇
⒂
宮
芳
平
、「
天
寵
」、
堀
切
正
人
編
・
注
、『
宮
芳
平
自
伝
│
森
鷗
外
に
愛
さ
れ
た
画
学
生
Ｍ
君
の
生
涯
』、
求
龍
堂
、
平
成
二
二
年
四
月
、
四
二
五
〜
四
二
六
頁
。（
初
出：
『A
Y
U
M
I
』
前
期
一
九
号
、
昭
和
一
三
年
二
月
、
一
九
〜
二
一
頁
。）
⒃
川
西
由
里
、「
鷗
外
が
見
た
明
治
、
大
正
の
美
術
」、『
森
鷗
外
と
美
術
』、
森
鷗
外
と
美
術
展
実
行
委
員
会
、
平
成
一
八
年
、
一
五
頁
。
⒄
澤
田
龍
太
郎
、「
は
じ
め
に
」、『
宮
芳
平
画
文
集
野
の
花
と
し
て
生
く
る
。』、
求
龍
堂
、
平
成
二
五
年
八
月
、
六
〜
七
頁
。
⒅
森
鷗
外
、「
漆
休
録
」、『
鷗
外
全
集
』
第
二
五
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
八
年
一
一
月
、
二
一
九
頁
。（
初
出：
『
歌
舞
伎
』
第
四
号
、
明
治
三
三
年
七
月
。）
⒆
清
田
文
武
、「
鷗
外
と
芸
術
の
形
式
」、『
鷗
外
文
芸
の
研
究
中
年
篇
』、
有
精
堂
、
平
成
三
年
一
月
、
一
五
七
〜
一
五
八
頁
。
⒇
森
鷗
外
、「
外
山
正
一
氏
の
画
論
を
駁
す
」、『
鷗
外
全
集
』
第
二
二
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
八
年
八
月
、
二
一
四
頁
。（
初
出：
『
柵
草
紙
』
第
八
号
、
明
治
二
三
年
五
月
）
21
小
説
「
羽
鳥
千
尋
」
は
明
治
二
一
年
に
生
ま
れ
、
二
四
歳
で
死
ん
だ
が
、
実
在
人
物
の
羽
鳥
千
尋
は
明
治
一
九
年
に
生
ま
れ
、
二
六
歳
で
死
ん
だ
。
22
森
鷗
外
、「
羽
鳥
千
尋
」、『
鷗
外
全
集
』
第
一
〇
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
七
年
八
月
、
五
二
一
〜
五
二
二
頁
。（
初
出：
『
中
央
公
論
』
第
二
七
年
第
八
号
、
大
正
元
年
八
月
）
23
注
21
に
同
じ
、
五
二
二
頁
。
24
注
21
に
同
じ
、
五
三
九
頁
。
25
注
⑾
に
同
じ
、
四
三
二
〜
四
三
四
頁
。
26
長
谷
川
泉
、「
青
年
」
論
、『
森
鷗
外
論
考
』、
明
治
書
院
、
平
成
三
年
七
月
、
六
三
三
頁
。
27
注
⒁
に
同
じ
、
四
頁
。
（
お
う
し
ん
や
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）
森
鷗
外
「
天
寵
」
論
九
一
